
学校教育目標 ○さ わやかな心 ○し んけんな目 ○ま なぶ力        「さっしマン」 

 

未知の「私」
 

                                   校長  中河 正明 

 

校庭の木々の葉も色づき、枯葉が舞い散る季節となりました。いよいよ師走となります。今学期も学習や運動

で充実した学期だったと思います。ご協力・ご支援ありがとうございました。 

教室での様子を観察していて、私が強く喜びを感じるのは、子供達が目を輝かせて学習に取り組み、自分の考

えを臆することなく堂々と発表したり、難しい課題に真剣に取り組んでいたりするなど、自信にあふれた姿に接

するときです。最も悲しく感じるのは、自分の可能性を信じることができず、やりもしないうちから「私にはで

きません。」と決めつけて自ら学ぶことを放棄している姿を見るときです。 

さて、人は何のために学ぶのでしょうか？ 

左の図は「ジョハリの窓」と呼ばれるものです。 

１つ目の窓は「Open-self 開放の窓」です。これは、自分自身も他者もよく

知っている「私」です。 

２つ目の窓は「Hidden-self 秘密の窓」です。これは、自分自身はよく知っ

ているが、他者には知られたくないと隠し続けている「私」です。 

３つ目の窓は、「Blind-self 盲点の窓」です。自分自身は気づいていないが、他者にはよく見えている「私」

です。日本でも昔から「無くて七癖」という言葉があります。 

最後の窓は、「Unknown-self 未知の窓」です。自分自身も他者もまだ気づいていない「私」です。人が「学ぶ」

目的は、この「未知の私」と出会うためなのです。 

 子供達は、毎日、学校で国語や音楽などの教科の学習に加え、道徳・総合的な学習の時間・特別活動など、様々

な「学び」を経験しています。こうした多様で豊かな「学び」を通して、「未知の私」と出会い続けているのです。

だから、自分の能力や可能性を知らない内から「私には無理です。できません。」と、自分を見捨てるような発言

をするのではなく、自分を信じて、知らない自分に出会う楽しさや喜びを味わって欲しいと願っております。 

 ５月に行った全国や埼玉県の学力・学習状況調査の結果を考察しました。実態としましては、思考力、言語に

ついての知識・理解・技能、数と計算、図形において課題が見られます。また、全体的に無解答率が低くなり、

最後まで頑張ろうという児童が増えてきました。 

そこで、授業力向上のために、 

   

     

を一層重視します。 

 

 家庭学習の充実としまして 

    

 

をお願いします。 

 

 Open-self 

開放の窓 

Blind-self 

盲点の窓 

Hidden-self 

  秘密の窓 

Unknown-self 

 未知の窓 

・見通しと振り返りを大切にする授業 

・問題や課題を最後までやりきらせる指導と見届け 

・授業形態の工夫（少人数指導・習熟度別指導） 

・学年×１０分の家庭学習の定着 

・各学年に応じた音読の推奨 

・各家庭でノーテレビデー・ノーゲームデーの推奨 
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